日本語教員養成課程修了生の学び― 受容と変容（1）―　 by 中川 良雄
〈Summary〉
  In Japanese Teacher Training Course of University, we exhaust many graduates every 
year. However, all the graduates do not take a Japanese teacher and get the social various jobs.
  Various subjects are learned related to Japanese language, education and Japanese culture 
in the Course, but do the graduates utilize enough knowledge and skills in their present jobs in 
their social service?
  We made an interview research for graduates, and analyzed the collected data using 
M-GTA (Modified Grounded Theory Approach).
  The result shows that ① The graduates have been hoping to become Japanese Teachers 
since their high school years. And they repeat an effort. ② Occupational consciousness is 
considerablystrong in comparison with other specialty. ③ They acquire, in the Course, 
“Communicative Competence” “Human Power” “Japanese Expression Ability”, which are 
helpful for their occupational liife or for their social life, even if they do not take a position of 
Japanese Teacher.
  It is hoped that the graduates play an active part in the society as a global talented person, 
utilizing fully their competence or ability acquired in the Course.
は　じ　め　に
　大学の日本語教員養成課程修了生の大半が日本語教員に就くわけではないことは，すでに何度













































































































































































































































時期 No. データ番号 概　念 定　　　義
入学前
① A① 日本語教員 最初から日本語教員になりたかった
② A② 国際性 日本語教師は国際的な仕事
③ A③ 教員志望 英語や国語の先生になりたい
④ A④ 言語学習 他者の言語学習がきっかけ
入学後
⑤ B① 期待通り 期待通りで満足，頑張れる
⑥ B② 道が険しい 日本語教員になるのは，予想外に難しい
⑦ B③ 理論と実践 理論と実践の葛藤
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pp. 121‒134.
　　　　（2016b）「日本語教員養成課程修了生の社会貢献とグルーバル人材育成に関する構造化
研究／平成 25年度～平成 27年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ））（研究代表者：中川良雄，
課題番号：25370607研究成果報告書』，pp. 1‒88.
文化庁・日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議（2000）『日本語教育のための教員養成に
ついて』。
羽入佐和子「大学の『第三の使命』としての社会貢献」（http://www.zam.go.jp/pdf/00000335.pdf#s
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文部省学術国際局（1985）「日本語教員の養成等について」文学教 156号。
　　　　（2005）「我が国の口頭教育の将来像」〈中央教育審議会　答申〉（http://www.mext.go.jp/
b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/attach/1335581.htm）））（2015年 8月 2
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【付　分析ワークシート】
データ番号 Ａ①
概念名 日本語教員
定　義 最初から日本語教師になりたかった
バリエーション
（具体例）
調査者：日本語学科に進学した理由。
調査協力者：もともと高校生のころから日本語教師になりたいと思っていたので，日本
語教師になれると思ったので選びました。
（調査協力者Ｅ）
調査者：Ｆさんは専門学校へ行って，専門学校で日本語教育を専攻したのかな。それか
ら外大へ編入してきたと。まず最初の専門学校でそういう専攻を選んだ理由ってあ
るんですか。
調査協力者：もう日本語教師になりたくて。
調査者：なりたいというきっかけは，どこで学んだのですか。
調査協力者：きっかけは，えーと，高校生の頃に，たまたまテレビを見ていたら，あ
のー，海外で頑張る外国人みたいなテレビ番組があったのですね。その中に，日本
語教師ではなかったのですけれども，日本人に日本語を教える日本人みたいな人が
出てきて，それを何気なく見ていたら，お神輿って何だろうっていうシーンがあっ
て，海外ではお神輿なんて分からないのか，見たこともなくて，見たこともなけれ
ばしたこともないってことを知ったときに，じゃ，日本人の私は何を知っているん
だろうというのがきっかけです。（調査協力者Ｆ）
調査者；京都外大の日本語学科，つまり日本語教員養成課程ですよね。そこへ入学され
たわけですけれども，日本語教員養成課程を選んだ由ってありますか。
調査協力者：はい。あのー，ずっと前から日本語教師になりたいと思っていたので，あ
のー，大学を選ぶ基準として，養成講座があって，主専攻で勉強できるところをリ
ストアップして探していたので，京都にすごく行きたかった，というのと，その二
つの理由から京都外大を選びました。
調査者：あー，そうですか。その課程に行きたかったというのは，何かきっかけがあっ
たのですか。
調査協力者：うーん，あのー，中学校の時に，中学校に来てたＡＬＴの先生が，アメリ
カ人ですけれど，自分の国の言葉を自分の国の言葉で教えていたのがすごく印象的
で，その時に中学校の進路教育の時間で，あのー，将来どんなふうになりたいとか，
紙に書いたりとか，イメージ・トレーニングするような時間あって。（調査協力者
Ｈ）
調査者：最初に，日本語学科，日本語教員養成課程になるんですが，それを選んだ理
由ってありますか。
調査協力者：はい，えっとですね，三つ日本語教師を目指そうと思った理由がりまして，
まず一つは，高校のときに得意科目だったのが，英語と国語だったので，そこから
うまいこといい部分だけチョイスした仕事はないかなと。
調査者：まさにそうですよね。
調査協力者：思っていたので，もともとはずっと教育のほうに進みたかったので，何か
ないかなと思っていました。二つ目が，たまたまテレビを見ていた時に，外国人が
討論する番組があったんですけども，そこでアフリカ出身の方が，日本でお金を貯
めて，母国で日本語学校を建てたと言っていて，その時には日本語教師という仕事
があるんだなと思って，そこがまずきっかけでした。三つ目が，高校の時にハワイ
に短期留学に行ったときに，ホストファミリーに日本語を教えてくれと言われて，
うまく教えることができず，悔しい思いを持ったまま帰って来たので，そこがなん
とかリカバーする方法はないかなと思っていたので，日本語教師いいなと思って，
選びました。
調査者：じゃ，まあ，日本語教師志望だったんだ，最初からね。（調査協力者Ｉ）
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調査者：それじゃ最初の質問ですけれども，京都外大の日本語教員成課程を選んだんで
すけどね，それを選んだ理由ってのはありますか。
調査協力者：理由は，えーと，そうですね，高校生のときに，進路を考えていた時に，
「職業から探す進路」というような本を見まして，その中に日本語教師という仕事
があったんですね。で，私は日本語教師，それまで正直知らなかったんですけど，
その本を読んで，日本語教師も選択肢として考えたんですけど，日本語学という方
に先ずは興味を持って，それから，そうですね，ちょっと勉強したいという気持ち
が芽生えて，日本語学勉強するなら日本語教師という選択肢が一つあるかなという
のを考えて，養成課程を取りました。まあそれを考えているときに新聞で，浜松に
は外国人の子供がいて，あのー，日本語に困っているという記事を読んだりもして。
（調査協力者Ｊ）
調査者：じゃ，京都外大の日本語学科を選んだんですが，選んだ理由ってありますか。
調査協力者：選んだ理由。そうですね，えっと，日本語教育の資格を取れるというか，
えー，そういう科目が勉強できる学科を探していて，で，ほかに，京都外大の他に
名古屋の外大を受験して，両方とも合格したんですけれど，京都，まあ来たことが
あるという理由で選びました。
調査者：あ，そうですか。京都にはやっぱり魅力があった。
調査協力者：そうですね。（調査協力者Ｋ）
調査協力者：えー，そうですね。日本語教員になりたかったからですね。
調査者；その，なりたいと思ったのは，何かきっかけがあったのですか。
調査協力者：私がなりたいと思ったきっかけは，高校時代にですね，本当はまあ翻訳と
か通訳をやりたかったんですけども，そこの高校で，国際系の学校だったんですけ
ど，そこにタイ人の女の子が同級生で来たんですけど，その子が「つ」の音が発音
できなくて。
調査者：「ちゅ」に。
調査協力者：「ちゅ」とかまあ「つ」ができなくて，そもそもタイ語に「つ」の音がな
いってことを知らなかったので，一生懸命発音を教えたんですけど，ない音を教え
ることのむずかしさで，どうやって教えたらいいかなってのが，たぶんきっかけだ
と思います。
調査者：ああ，そうですか，不思議に思ったんですね。
調査協力者：はい。私ができるのに，どうやって教えたらいいかって。（調査協力者Ｌ）
調査者：それでは最初の質問ですけれども，日本語教員養成課程を選んだんですが，そ
の選んだ理由ってありますか。
調査協力者；日本語教師の。
調査者：そうですね。外大でコースを選びましたよね。
調査協力者：はい。やりたかったから。
調査者：そのきっかけって何ですか。
調査協力者：えっと，高校のときにオーストラリアに行って，完全に目標としては，英
語が話せるようになりたいというのが目標だったんですけれども，そこで日本の文
化とか聞かれたんですが，話せなかった，英語が話せないというよりも，中身を
持ってなくて話せなかったというのがあって，将来的に英語を勉強するだけじゃな
くて，自分の国のことを理解して，すると他の国のことも理解できるんじゃないか
なと思って，でも海外とはつながっていたい，何の職業に就こうかなといった時に，
教師になりたいというのが思い浮かんで。
調査者：それは雑誌か何かで見たんですか。
調査協力者：その当時なんで日本語教師の仕事というのを知っていたのかなと思うんで
すけど，自分で。本屋か何かで調べたんかな。
調査者：刺激があったんですね。
調査協力者：はい。（調査協力者Ｍ）
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調査者：じゃ最初の質問ですけれど，日本語教員養成課程を選んだんですけどね，その
選んだ理由ってありますか。
調査協力者：高校生のときに，英語のネイティブの先生が学校に来て英語の授業をする
というのがあって，その先生が，高校 1年生の時に来て，高校 3年生の時にも来た
んですけど，3年間いて，最初は日本語も全然話せなかったんですけど，その後，
その―，帰るときに日本語でちょっと短いスピーチをしてて，それにすごく感動し
たんです。で，こういう人たちのサポートができたらいいなとずっと思ってて，
手っ取り早いのが日本語教師だと分かって，日本語教師になろうと思いました。
調査者：そうですか。（調査協力者Ｏ）
調査者：えー，Ｐさんは，日本語教員養成課程を選んだ理由はありますか。
調査協力者：選んだ理由？
調査者：はい。
調査協力者：まあ，単純に言うと日本語教師をしてみたいと思ったから。
調査者：う～ん，してみたいと思ったきっかけはありますか。
調査協力者：え～とですね，中学とか高校の時に，あのー ALTの先生の授業を受けて
面白かったから，最初は英語の先生とかぼんやり思ってたけど，なんとなく ALT
の先生の授業を受けたら，日本語の先生のほうが自然なのかなっと思って。（調査
協力者Ｐ）
調査者：じゃあまず，Ｑさんが日本語教員養成課程を選んだ理由を教えてください。
調査協力者：はい，選んだ理由ですか？
調査者：はい。
調査協力者：えーっと，あの日本語教師になりかったのが一番大きな理由なんですけど
も，どうしてなりたかったかっていうと，高校時代にニュージーランドに行ったと
きに，目の見えないおばあちゃんと話す機会があって，その時にあまり顔が見えな
いから言葉しか自分の気持ちを伝える方法がなくて，ああ言葉ってすごい大事なん
やなって思ってたのが一つと，ちょうどその一か月ニュージーランドに留学してた
んですけど，そこで学校に通うために毎朝その現地の男子高校生のバスに乗らせて
もらってて，その男子高校生の中に，日本語の授業を取ってる子がいたから，毎朝
宿題をチェックしてほしいっていうふうに言われてて，なんかそういうやり取りが
すごい楽しくて，まあ教えるって楽しいなあっと思ったのがきっかけです。（調査
協力者Ｑ）
調査者：日本語教員養成課程を選んだ理由について，
調査協力捨：んー
調査者：教えてください。
調査協力者：高校のときに，えー，とー，海外，短期，研修みたいなので，オーストラ
リアに行って，そこの高校でー，えっと，日本語教師として働いている女性がい
てー，で，その方とこう，接したことで，その，こういう仕事もあるんだっていう，
のを知ってから，えーその，海外で日本語を教えるということに興味がわいて，で，
日本語学科を選びました。（調査協力者Ｔ）
理論的メモ 日本語教師になりたいという志望動機は，いつまで如属するか。
最初の志望動機が持続しない原因は何か。
強い動機づけを持った学生は，どんな学びを展開するのか。
強い動機づけを持って入学してきた学生は，日本語教師に就く確率が高いか。
32 日本語教員養成課程修了生の学び
データ番号 Ａ②
概念名 国際性
定　義 日本語教師は国際的な仕事
バリエーション
（具体例）
調査者：本学の日本語学科は，日本語教員養成課程ですよね。その養成課程を選んだ理
由は何ですか。
調査協力者：えっと，高校 2年の頃から，将来国際的な仕事をしたいと思うようになり
ました。そのころから進学雑誌を見ていて，日本語教師という仕事のあることを
知ったのですが，日本語教師というのは外国人を相手にするので，まさに国際的だ
と考えました。それで，えーと，今はくかなった広島大学とか，学習院大学とかで
日本語教員養成をやっていることが分かって，京都外大へ来ました。（調査協力者
Ａ）
理論的メモ なぜ国際的だと言えるのか。
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データ番号 Ａ③
概念名 教員志望
定　義 英語や国語の先生になりたい
バリエーション
（具体例）
調査協力者：はい，知っていました。でももともと大学に入るに当たって，日本語教師
になるぞというよりは，なんかけっこうなんか，しかたがないというと言葉が悪い
んですけど，もともと私は教師になりたかったんですけど，でも義務教育の教師を
するのは，ちょっとなんか難しいなあと思っていまして，，……（調査協力者Ｂ）
調査者：それじゃまず，Ｒ大学に入られて，日本語教員養成課程をばれたんですけど，
その選んだ理由ってのはありますか。
調査協力者：選んだ理由ですか。
調査者：はい。
調査協力者：えーと，もともと先生になりたかったというのがありまして，えーーと，
本当は中学の国語の先生になりたくて，大学に行ったというのもあるんですけど，
ちゃんと決めてたわけではなくて，その時に日本語教師っていう仕事もあるってい
うことも知りまして，両方こうあのー，選択できるように，あのー，まだ決めてな
かったので。
調査者：あーそうですか。そうすると，国語の教員免許も持ってらっしゃる。
調査協力者 :持ってます。（調査協力者Ｇ）
理論的メモ
日本語教員について，どこまで知られているか。
学校教育の教員と日本語教員との相違は？
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データ番号 Ａ④
概念名 言語学習
定　義 他者の言語学習がきっかけとなった
バリエーション
（具体例）
調査者：日本語教師というより，日本語学科を選んだ理由ですね。
調査協力者：えっと，英語を何年も勉強したんですけれども，英語と日本語の微妙な違
いというのが，私はすごく納得できなくて，じゃ日本語ってどういう風になってい
るんだろう，私は日本人から英語を習っているけれど，世界の人はどうやって日本
語を勉強しているんだろうってところに興味を持って，日本語学科を選びました。
（調査協力者Ｄ）
調査者：はい。一つ目です。えーと，日本語教員養成課程を選んだ理由を教えてくださ
い。
調査協力者：えーと，たしかー，あたしが高校 2年生の時にー，夏休みの体験というこ
とでー，えーと，ホームステイをしたことがあってー，そのときにー，ホストファ
ミリーが少し日本語に興味を持ってくれたのがきっかけです。（調査協力者Ｒ）
調査者：えーと，まず，日本語教員養成課程を選んだ理由について教えてください。
調査協力者：はい。えー，中学高校とー，えー，アメリカカナダに短期で留学してい
てー，現地の人達から日本語を聞かれて，えー，聞かれることが何度かあってー，
ま，漠然的に日本語教師，日本語教育に興味を持ったのがきっかけです。（調査協
力者Ｓ）
理論的メモ 他者からの働きかけが，日本語教員養成課程選択のきっかけとなった。
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データ番号 Ｂ①
概念名 期待通り，すべてが新鮮
定　義 期待通りで満足，頑張れる
バリエーション
（具体例）
調査者：そういう思いを抱いて，専門学校あるいは大学に進学したんですけどね，当初
の期待どおりでしたか。
調査協力者：うーん，期待通り。そうですね。なりたいと思って行っていたので。
調査者：ひたすら勉強するしかなかった。
調査協力者：そうですね。ちょっと思っていたよりむずかしいというのはありましたけ
ど，特に日本語の授業に関しては，もうやりたいことに必要なことなんだてのは分
かってたので，特にズレはなく，思った通りでした。
調査者：あっそうですか。期待外れのものはなかった，別に。
調査協力者：そうですね。（調査協力者Ｆ）
調査者：あー，そうですか。そのような思いでね，外大というか，日本語教員養成課程
に入って来たんですけれども，その期待と現実とはどうでしたか。いっしょでした
か。
調査協力者：期待と現実ですか。
調査者：大学で勉強することとね。
調査協力者：そうでうね。期待，何事も初めての勉強だったので，あのー，何でしょう。
調査者：期待通りの勉強ができましたか。
調査協力者：そうだと思います。はい。期待というよりも，すべてが新鮮だったという
方が合うと思うんですけど。
調査者：何も知らない状態で入って来て。
調査協力者：そうです。
調査者：学ぶことが新たな項目だったということですね。
調査協力者：はい，そういう感じです。（調査協力者Ｊ）
調査者：そういう期待を抱いてやって来たわけですけれど，当初の期待といっしょだっ
たですか。違っていましたか。
調査協力者：あー，期待通りいえ，というより，期待以上だったと思います。私は地元
が福島県なものですから，田舎の者ですから，京都の生活は楽しかったです。楽し
かっただけでは言い表せないですけど，充実した 4年間だったと思います。
調査者：まあ，生活の面では楽しかったと思いますけれどね。日本語関係ではどうで
しょうか。
調査協力者：日本語関係では，もちろん外国人が多いこともありましたし，それだけ
じゃなくて，ボランティアを 4年生の時に，高校で。
調査者：日本語を教えに行ってたんですね。
調査協力者：そうです，そうです。その高校でボランティアに参加したというのとか，
留学生別科で実習ができたとかいうことはいい経験だったと思います。
調査者：最初からやっていけると思っていた。
調査協力者：できるかどうか，私ははっきり分からなかったです。
調査者：やってみて，想像以上のことができた。
調査協力者：そうですね。（調査協力者Ｋ）
調査者：そういう思いで外大に入って来たんですけども，当初の期待といっしょでした
か。
調査協力者；ええ，そうですね。まあ，文化の先生には，日本には文化はないって言わ
れた衝撃は大きかったですけど。だいたいいっしょでした。
調査者：当初の期待通り勉強できたということですね。期待と一緒だったし，習うこと
もいっしょだったし，思っていたことも違わなかった。（調査協力者Ｌ）
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調査者：そのような思いを抱いて，京都外大へ入ってきたのですが，当初の期待と入っ
てからといっしょでしたか。
調査協力者：うーん，そんなに予想が崩れたとか期待外れだったとかはありません。も
ともと文法も興味があったので，それを詳しく勉強できたりとか，日本語教師のこ
とをもっと知りたいと思っていた，最初のスタートラインは知識は全然なかったの
で，すべてが新鮮でした。（調査協力者Ｏ）
調査者：当時の入る前に期待してたことと，入ってから実際はどうでしたか。同じでし
たか。
調査協力者：難しいね。なんか，あんまり覚えてないな。でも，なんか，えーっと，教
育実習がいっぱいあるとか，いうのは期待通りだったなって感じました。（調査協
力者Ｐ）
調査者：じゃあその入学当初，学びたいと思ってたものと期待と同じでしたか。
調査協力者：そうですね。特にそんなどういうふうに学んでいくかとかは，全然想像も
してなかったから，別にその期待もなかったし，ああこういうふうに基礎を学んで
いくんやと思ってすっと入っていった感じでした。（調査協力者Ｑ）
調査者：当初のー，その日本語教員養成課程，についてなんですけど，当初の期待と，
おんなじでしたか。
調査協力者：えー，そうですね。まぁ，だいたい期待通りだったかなと思います。（調
査協力者Ｒ）
理論的メモ
期待通りだと，勉学に遷延できるか。
卒業時まで，当初の思いを持続できたのか。
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データ番号 Ｂ②
概念名 道が険しい
定　義 日本語教師になるのは，予想外に難しい
バリエーション
（具体例）
調査者：では実際に京都外大に入って，高校の時から思い描いていた内容と同じでした
か。
調査協力者：いや，えー，入学したころは日本語教師になりたいと思っていたのですが，
そうそう簡単になれるものではないこと，えーと，道の険しいことを知りました。
それでだんだん日本語教師だけではなく，他の道を探り始めたのも確かです。（調
査協力者Ａ）
調査協力者：期待よりも自分の能力のできなさに，うーん，ガチンときました。
調査者：ハンマーで殴られたような。
調査協力者：そうですね。それのほうが大きかったです。
調査者：どんな点が能力としてできなかったんですか。
調査協力者：教育というところを全然とらえていなくて，教えっていうのは，日本語が
話せたらいいっていうところから入って行ったので，教えるっていうのはどういう
ことだろうってのがわかりませんでした。（調査協力者Ｄ）
調査者：そのようにして大学に入って来たんだけども，自分の目当てと大学での授業科
目というのは，合っていましたか。
調査協力者：そうですね。あのー，入学した直後は，とても楽しくどの授業も受けてい
たんですけど，一番の目論みが甘いなと，思ったより難しい業界なのではないかと
思ったとこからだんだん自分のモチべーションが下がっていき，逆に周りの友達と
かは，すごく意識高く持っていた，そこにちょっと気後れをしてしまい，だんだん，
うーん，ちょっとどうしよかなと思う日々が進みまして，勉強は楽しかったんです
が，人生これから何の勉強したらいいのかなって思うような日々でした。
調査者：ちょっと違っていた。どういうふうに違っていたんでしょうか。
調査協力者：うーん，ほんとに自分が下調べをほぼせず，日本語学科というので検索を
して，京都外大へ行っても，あのー，ほんとに，ぼんやりとしか描いていなかった
将来だったんですけど，いざ授業行ってみたら，ほんとに，言ってた通り，座って
いるだけではだめなんだと，自分から取りに行かなきゃいけないんだけども，何を
どうしていいか分からず。
調査者：あまりそういうこと教えてくれませんもんね。
調査協力者：ほんとに難しい業界なんだなと思って，はい。（調査協力者Ｉ）
調査者：養成課程を受講して，当初の期待と同じでしたか。
調査協力者：うーん。なんか，覚えてるのはー，先生にー，入ってすぐぐらいにー，日
本語，この中で，ほんとに日本語教師としての仕事に就けるのは，もうほんの数人
です，か，そんな感じのことを言われてー，あ，そうなんだ，っていう，あ，そん
なに厳しいの，という，感じを，ふっ，受けてー，で，そこからけっこうもう，
じゃあ，日本語教師になりたいと思ってたけど，あー，難しいんだ，と，ちょっと
刷り込まれた感じがして，うーん，実際自分がその，日本語教師になれるとは，そ
の後，おもわ，ずにー，ほかの，サークルであったり，そっちの活動に，力を入れ
るようになって，授業はどちらかというと，あのー，後ろの方で，ふふ，ほっほ，
ふふ，聞いてる，ような感じ，でした。（調査協力者Ｔ）
理論的メモ
入学前にどんな期待を寄せていたのだろうか。
どこが難しいのだろうか。
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データ番号 Ｂ③
概念名 理論と実践の葛藤
定　義 理論に裏付けされた実践能力の育成
バリエーション
（具体例）
調査協力者：まあ，もともとそういう折衷的な考えで入ったので，うーん，なんでしょ
うか，そんなにねえ，真剣に考えるというか，真剣にイメージが湧いてなかったの
で，そういう感じで，最初勉強していたら，最初はこう，なんですかねえ，日本語
教育の形式的な，そういうことばっかり勉強始めて，勉強ばっかりだったので，な
かなかイメージも湧かずに，一年，半年ぐらいたって，これは私はできるんだろう
かっていう感じで。
調査者：もっと実践的なことがしたかったわけね。
調査協力者；いやー，でも実践的なこともあったんですけど，ここでもやってみたらも
うボロボロだったので，そっちでもなんか，できないかもっていうのと，まあ知識
的なものばかり最初にあって，あまり実感がわかなかったので，まあ，そういう二
つの面でちょっと違うかなあって……。（調査協力者Ｂ）
調査者：そのようにして京都外大へ入ってきたんですけれども，考えていたアイデアと
いうかな，理想というかな，それと現実とはいっしょでしたか。
調査協力者：うーん，そうですね，あのー，私自身が大学に入るときに，今考えれば当
たり前なんですけれども，学術とか研究をする場所であるべきだと思っていたんで
すね，だけどたぶんよかったと思うんですが，まー，このまま普通に学校に通うみ
たいな感覚でいたところもあったので，あのー，思っていたよりも日本語教師とし
ての実習をする時間がすごく少ないかなというふうに思いました。ただそこに座っ
ているだけで資格が取れるというふうに考えていたところも若干あったので，そこ
がやっぱり自分の認識の甘さですけれども，入ったときに思ったことです。（調査
協力者Ｈ）
調査者：ふーん。じゃあ，その日本語教員養成課程に入ってー，当初の期待とー，同じ
でしたか。
調査協力者：うーん。そうです，すこし入って，ちょっとちがうー，ちがいました。
調査者：どんなところがちがうって思いましたか。
調査協力者：自分がー，その最初はー，その，日本語を教えるー，ま，日本語教育に興
味があったけどー，自分自身の興味がー，日本語教育よりはー，日本語のー，意味
だとかー，使い方だとかー，そちらに，興味が行ってしまったのでー。
調査者：うん。うん。
調査協力者：そこで，ちょっと，イメージがー，自分の中で，ちょっと，ちがいました。
（調査協力者Ｓ）
理論的メモ 理論と実践のどちらに関心が向くのか。
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データ番号 Ｂ④
概念名 努力
定　義 険しい道も努力することで克服
バリエーション
（具体例）
調査者：そのような思いで，日本語教員養成課程に入って来たんですけれどね，当初の
期待といっしょでしたか。
調査協力者：期待。
調査者：考えていたことと大学で学んだことと。
調査協力者：日本語教師の状況とか現状，期待を裏切られたのは，オリエンテーション
か何かで，先輩がたぶん話してくださった，3日目か何かに，待遇が低いとか，そ
ういうのを聞いたので，期待と違いましたね。
調査者：まあ，それは最初の段階ですけどね，授業を受けるに当たって，授業をだんだ
ん受けていって，それで期待していたことといっしょだったんでしょうか，だんだ
ん外れていったんでしょうか。
調査協力者：モチベーションは変わらなかったので。
調査者：そんな待遇が悪いということは知ったけれども，まだ頑張りたいと。
調査協力者：はい。（調査協力者Ｍ）
理論的メモ 努力の結果は，どう報われたか。
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